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千円 予算対比額 千円

円

円

円
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節
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工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
直接工事費      

機械設備工事    
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式



機械設備工事　種目別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　量 単 位 金 　　　　　額 備　　　　考
機械設備工事    

1   
式

仮設工事        
1   

式
撤去工事        

1   
式

計



機械設備工事　細目別内訳 3

機械設備工事 機器設備工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
次亜貯留槽      完全液出し形                    

PE製　2000L                     2   
基

次亜注入ポンプ  一軸偏芯ネジ式薬液注入ポンプ    
6.0～175 CC/分相当              2   

台
次亜注入量計    電磁式  16φ                    
(再利用)        1   

台
搬入費          複数搬入 500㎏以下              

1   
式

透明管          HIVP 16A                        
3   

ｍ
透明管          HIVP 50A                        

1   
ｍ

給水・耐衝撃性  屋内一般        16A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 9   

ｍ
給水・耐衝撃性  排水・通気用    16A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 2   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋内一般        20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 4   

ｍ
給水・耐衝撃性  排水・通気用    20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 2   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋内一般        50A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 16   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋外架空・暗渠  50A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 17   

ｍ
給水・耐衝撃性  排水・通気用    50A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 16   

ｍ
フレキシブル継手 16A×L300(PTFE)                 

1   
本

フレキシブル継手 50A×L300(PTFE)                 
1   

本



機械設備工事　細目別内訳 4

機械設備工事 機器設備工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
E- Pジョイント(F 40A                             
)               4   

個
Y形ｽﾄﾚｰﾅｰ       10K  50A                        

2   
個

ボール弁（F）   PVC15A(JIS10k)                  
13   

個
ボール弁（F）   PVC50A(JIS10k)                  

4   
個

ボール弁（TS）  PVC20A(JIS10k)                  
5   

個
ボール弁（TS）  PVC50A(JIS10k)                  

6   
個

ｽｲﾝｸﾞ式逆止弁(F) PVC15A(JIS10k)                  
2   

個
ｽｲﾝｸﾞ式逆止弁(F) PVC20A(JIS10k)                  

2   
個

安全弁(F)       PVC15A(JIS10k)                  
1   

個
隔膜式圧力計    

1   
個

ﾛｰﾘｰ受口ﾕﾆｯﾄ    PVC 50A                         
1   

個
排気口(防虫網付) HIVP 50A（屋外）                

2   
個

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材     15A(JIS10k)                     
36   

組
ﾌﾗﾝｼﾞ接合材     20A(JIS10k)                     

4   
組

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材     40A(JIS10k)                     
8   

組



機械設備工事　細目別内訳 5

機械設備工事 機器設備工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
ﾌﾗﾝｼﾞ接合材     50A(JIS10k)                     

27   
組

保温ラッキング（ 50ASUS板仕上げ                  
配管）          17   

ｍ
保温ラッキング（ 50ASUS板仕上げ                  
弁類）          2   

個
試運転調整費    

1   
式

計



機械設備工事　細目別内訳 6

仮設工事 仮設工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
仮設次亜小出し  PVC　100L                       
槽              1   

槽
次亜注入ポンプ（ 一軸偏芯ネジ式薬液注入ポンプ    
再利用）        1   

台
EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        3.5mm2-  3C                  

ﾋﾟｯﾄ・天井                      4   
ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ      　3.5mm2-  3C                  
ﾋﾟｯﾄ・天井                      5   

ｍ
600V絶縁電線    3.5mm2 × 1本                   
(PF管内)        5   

ｍ
EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  3C                    
撤去            ﾋﾟｯﾄ・天井                      4   

ｍ
EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ      3.5mm2-  3C                    
撤去            ﾋﾟｯﾄ・天井                      5   

ｍ
600V絶縁電線    3.5mm2 × 1本                   
(PF管内) 撤去   5   

ｍ
計



機械設備工事　細目別内訳 7

撤去工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
次亜貯留槽      PE製　2000L                     

2   
槽

次亜注入ポンプ  一軸偏芯ネジ式薬液注入ポンプ    
2   

台
搬出費          複数搬出 500㎏以下              

1   
式

給水・耐衝撃性  屋内一般        16A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 9   

ｍ
給水・耐衝撃性  排水・通気用    16A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 5   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋内一般        20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 1   

ｍ
給水・耐衝撃性  排水・通気用    20A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 2   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋内一般        50A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 15   

ｍ
給水・耐衝撃性  屋外架空・暗渠  50A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 18   

ｍ
給水・耐衝撃性  排水・通気用    50A             
ﾎﾟﾘ塩ﾋﾞ管(HIVP) 16   

ｍ
ﾛｰﾘｰ受口ﾕﾆｯﾄ    PVC 50A                         

1   
個

給水管 保温撤去 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ                         
（弁類保温含）  屋外露出,浴室 ｽﾃﾝﾚｽ鋼板         18   

 50A 再使用しない               ｍ
残材処分        

1   
式

とりこわし      
発生材運搬      1   

式
有価物処理      

1   
式



機械設備工事　細目別内訳 8

撤去工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　量 単 位 単　　価 金 　　　額 備　　　　考
計



施設改良工事仕様書 

 

第１節  一般事項 

 

１．１ 適用範囲及び優先順位 

本工事の請負者は、監督員の指示を受け、設計図書、本特記仕様書の他に以下の仕様

書等に準拠して工事を施工するものとする。 

各仕様書等の優先順位は、（１）から（６）までの順番のとおりとしそれ以外のものに

就いては監督員と協議のこと。 

（１）質問回答書（（２）から（６）までに対するもの） 

（２）現場説明書 

（３）特記仕様書 

（４）図面 

（５）令和 4年度国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築改修工事標準仕様書 

（機械設備工事編） 

（６）令和 4年度国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書 

（機械設備工事編） 

 

１．２ 法令・法規の遵守 

      請負者は、本工事の施工にあたり、関係法令に従い施工するものとする。 

      特許及び実用新案登録等工業所有権に抵触するものについては、請負者の責任にお 

いて処理すること。 

 

１．３ 関係官公署への諸手続き 

工事施工に必要な関係官公庁に対する諸手続きは、監督員と協議のうえ、請負者の 

責任により処理するものとする。但し､これに要する経費は請負者の負担とする。 

    請負者は、請負金額５００万円以上の場合、工事実績情報サービス（CORINS）に発

注・竣工登録し、監督員に報告すること。変更契約があった場合も変更登録し、同様に

報告する。 

 

１．４ 工事の着手および書類の提出 

      請負者は、工事契約締結後、速やかに現場を熟知のうえ監督員と設計施工について 

打合せを行うこと。尚､工事打合せ事項に就いては、その都度『工事打合せ簿』を作成 

し、監督員に提出すること。 

 請負者は、工事の着手に先立ち、実施工程表を作成し、監督員の承諾を受けること。 

      また、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し監督員の承諾を得てから

工事に着手すること。特に稼動施設の改良工事に就いては、施設の機能を損なうことがな

いように特段の配慮をし、断水事故等のないように計画をしなければならない。 

      請負者は、設計図書に従い、必要に応じ現場実測等を行なって、施工図等を当該工事の

施工に先立ち作成し、監督員の承諾を得てから工事に掛かること。 

 



１. ５ 工事施工中 

    現場の施工に際しては、事前に関係住民および運転管理担当者等に充分な説明をし 

て理解を求めること。苦情等が出たときは、何時であっても真摯に対応しなければな 

らない。 

 請負者は、工事遂行に必要な人員を配置し、作業の節目もしくは一定の期間ごとに 

工程表を検討し直して工事を遅滞なく完了させるよう努めること。 

 交通整理等の必要が生じた場合は、すみやかに専門の交通整理員を配置して、整理 

に当らせること。渋滞等が発生した場合は、必要に応じて工事を一時中断しなければ 

ならない。 

 

１. ６ 立会い検査等 

    工場検査についてはあらかじめ『検査要領』を作成し検査項目を定め、検査終了後は

『検査試験成績書』を作成し、立会い写真とともに監督員に２部提出すること。 

 

１. ７ 産業廃棄物の処理 

 1）建設副産物（建設発生土、アスファルト塊、コンクリート塊、建設発生木材、 建設汚 

泥等については「足利市の建設副産物管理基準」に従い処理すること。 

    建設発生土の処理については原則場内処理とし、処理する場所、仕上げ方法等は監督 

員と協議すること。これにより難い場合は別途協議する。 

 2）建設副産物以外の産業廃棄物が発生する場合は、関係法令に従い、処理施設に持込む 

ものとする。 

搬出運搬費および処理施設受入れ費用まで本契約に含むものとする。写真および処理 

施設の受け入れ書類(マニフェスト)などを含む産業廃棄物の処理記録を作成し監督員 

に報告し、施工管理報告書に添付するものとする。 

 

１. ８ 電子納品 

    すべての工事において、最終成果品について電子納品の対象である。 

成果品は「電子納品運用ガイドライン」（以下「ガイドライン」という）に基づき、作

成したデータを CD-R に格納して原則（正）・（副）の成果品として２部提出する。 

    請負者は、提出した電子納品データが「ガイドライン」に基づき作成されているかど

うかを監督員立会のもと確認する。検査方法については、別途協議する。 

（※図面は CAD データで納品すること） 

 

１.９ 現場代理人の専任関係 

兼任を認める工事の件数は 2件までとし、いずれも請負代金額が 4,000 万円未満で 

あること。ただし、兼任する工事が令和 6(2024)年 3月 31 日までに契約している場 

合は、3件まで認める。 

 

１.１０ 完成図書 

   請負者は、工事完成時に、維持管理上必要な『完成図書』を作成して、製本されたも 

のを提出すること。 



   なお、製本は、監督員に書類の過不足訂正等を確認した後に黒表紙金文字 1 部製本をす

る。詳細は監督員と協議のうえ作成する。 

 完成図書に添付するものは通常、下のものとする。 

① 工事概要 

② 取扱説明書（設備全体のもの、および機器個々のもの） 

③ 完成図面（施工箇所を赤色で着色） 

④ 展開接続図 

⑤ 検査試験成績書（工場検査試験等を含む） 

⑥ 予備品表 

⑦ 施工図 

⑧ 契約関係書類 

⑨ その他 

   

１.１１ 型番の解釈 

      形状･機能･性能等が明記困難な機器材料類は、参考型番等を記入して理解を容易にし

たものであり特定するものではない。 

 

１.１２ 施工範囲 

工事の施工で当然工事の施工範囲と認められるべき箇所は本工事範囲とする。 

 

１.１３ 軽微な変更 

       工事施工上、構造物、付帯設備等の関係で起こる軽微な変更は、監督員の承諾を得て

変更する事ができる。この場合は変更契約を伴わないが、打合せ記録簿に経緯を残すこ

と。 

 

１．１４  疑義の解釈 

    請負者は、設計書、仕様書に関連して疑義が生じた場合は監督員と協議するものとし、

『打合せ記録簿』に経緯を残すこと。 

 

１．１５  工事目的物部分使用 

    請負者は、目的物引渡前に完成した部分について、監督員より部分使用の依頼があった

場合は、速やかに対応すること。 

 

１. １６ 情報共有システム 

 本工事は、「足利市情報共有システム実施要領（営繕工事）」に基づく対象工事である。 

1) 実施にあたっては、「足利市情報共有システム実施要領（営繕工事）」に基づき実施する

ものとする。 

2) 情報共有システムで対象とする工事帳票は、工事着手前に受発注者間の協議により決定

する。 

3) 情報共有システムについて、事前に監督員と協議を行い、実施することが困難と認めた

場合は、実施しないことができるものとする。 



 

 実施要領 URL：市 HP    

http://www.city.ashikaga.tochigi.jp/industory/000060/000318/p001695.html 

 

１．１７ 週休2日制工事 

本工事は、「足利市営繕工事における週休2日制工事試行要領」に基づく工事である。

（受注者希望型） 

 

 実施要領 URL：市 HP    

http://www.city.ashikaga.tochigi.jp/industory/000060/000318/p001695.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２節 機械設備工事 

 

２  機械設備特記仕様 

２．１ 概要 

本工事は、大前浄水場次亜消毒設備の経年劣化に伴い更新するものである。 

施工に当たっては既存設備を稼働させながらの施工である為、施設運用を十分

に熟知した上で綿密な施工計画を立案し、断水事故や水質汚濁等が無いように安

全等に細心の注意を払い施工に当たること。 

また、配水量の状況や天候、施設稼働状況等によっては、施工日や施工時間帯

の制限をする場合がある。 

 

２．２ 工事範囲 

（１）本工事範囲 

１）新設設備の製作・据付工事 １式 

２）弁類・配管の製作・据付工事 １式 

３）既設機器撤去工事 １式 

４）試運転調整 １式 

５）その他関連する諸工事 １式 

      

２．３ 主要機器構成 

（１）次亜塩貯留槽 2 基 

（２）次亜注入ポンプ 2 台 

（３）次亜注入量計 1 台 

（４）ロ－リ－受口ユニット 1 台 

（５）弁類・配管材 １台 

 

２．４ 機器仕様  

（１）次亜塩貯留槽 

１）数 量 ２基 

２）型 式 完全液出し形（SS 架台付） 

３）有 効 容 量 2000 L 

４）寸 法 φ1410×H1555（直胴部）＜承諾図による＞ 

５）材 質 ポリエチレン製＜PE＞ 

６）液 出 し 口 40A 

７）付 属 品 マンホール（φ445）＜PE＞ 1 個 

  梯子 1 式 

  チタン電極棒保持器 １式 

  液面ゲージ １個 

  薬液受入ノズル（50A） １個 

  排気口ノズル（50A） １個 

  アンカーボルト １式 



（２）次亜注入ポンプ 

１）数 量 ２台 

２）型 式 一軸偏芯ネジ式薬液注入ポンプ 

３）吐 出 量 6.0～175 CC/分相当 

４）吐 出 圧 MAX 0.6MPa 

５）出 力 0.4kW 

６）電 源 3φ AC200V 50Hz 

７）そ の 他 ワイドレンジインバータ 

８）付 属 品 ポンプ取付ボルト １式 

   

（３）次亜注入量計 

１）数 量 １台（既設再使用） 

２）型 式 電磁式流量計 

３）口 径 φ16 

４）測 定 範 囲 0～0.2mL/分 

５）出 力 DC4～20mA 

 

（４）ロ－リ－受口ユニット 

１）数 量 １台 

２）口 径 50A 

３）材 質 PVC 

４）寸 法 設計図書参照の上、打合せにより決定する。 

５）構 成 Y 形ストレーナ 1 個 

  ボール弁 1 個 

  ローリージョイント 1 個 

  フランジ接合材 3 組 

  鋼製架台（SUS304） 1 式 

６）付 属 品 次亜受トレイ 1 式 

 

（５）弁類・配管材 

１）数 量 １式 

２）材 質 配管 HIVP 他注１、弁類 PVC（FKM） 

３）寸 法 設計図書参照の上、打合せにより決定する。 

４）口 径 設計図書参照 

注１フレキシブル継手材質 

１）形 式 フランジ形 

２）接液部材質 フッ素樹脂（PTFE） 

３）外 面 材 質 SUS304（フランジ含む） 

 

  



２．５ 単体試験 

機器据付後の機器単体調整・動作確認試験等で実施内容は次の通りとする。 

・絶縁抵抗測定 

・各種継電器及び制御機器の動作確認と調整 

・その他監督職員との協議による事項 

 

２．６ 次亜注入ポンプ自動運転機能の確認 

単体試験完了後に行い実施内容は次の通りとする。 

・次亜注入ポンプ自動運転機能の確認試運転 

・その他監督職員との協議による事項 


